第６回高知県社会教育委員会（平成22年８月１日～平成24年７月31日任期）会議概要
　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            平成24年２月20日（水）13:30～17:00
　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　            高知県庁西庁舎２Ｆ　教育委員室
１．開会
　　　高知県社会教育委員長挨拶
      高知県教育委員会事務局生涯学習課長挨拶
２．議事
（１）平成２４年度社会教育関係団体への補助金について

【説明】
【質疑・協議】

（委員）

公民館連絡協議会と社会教育委員連絡協議会への増額分について、単年ではなく、継続していく意向なのか。

（事務局）

　毎年情勢は変わるが、基本的には来年度以降も継続していく。
（２）県民ぐるみで読書活動を推進するうえでの課題と対応策について
【説明】はじめに　第１章

【質疑・協議】
（委員）
高知県も市町村合併が進み、合併前に比べれば市町村における図書館の設置率は上がったと思うが、現状として合併後も読書環境は変わっていないように思う。合併後、波及効果として自治体が新たに図書館や図書室を増やしたり、読書活動が活発になったりした事例はあるのか。
（事務局）

合併したからといって図書館が増えたということはない。合併が進んだ時期と、県が、例えば、図書館がない市町村、地域に子ども読書活動支援員を配置した時期が重なり、読書に関するイベントや県立図書館からの物流が行われるようになったということはある。そういった県の支援をうまく利用して、頑張っている市町村というのはたくさんあって、例えば、本山町では貸出数が10倍ぐらいになっている。しかし、県の支援抜きで、市町村の方でどこまで取り組みが進んだのかというと、予算的にもなかなか厳しい状況であり、一歩踏み出せていないのが現状である。
（委員）

合併と同時に小学校の統廃合も進んでいて、閉鎖された学校へ行くと、図書室に本が眠っている状況がある。そういう廃校なり休校している小学校の図書室をうまく活用することで、中山間地域における本に親しむ環境ができてくるのではないか。
（事務局）

第２章の中に、地域の小学校を読書の拠点にするという部分を書いているが、これは現に使われている小学校だけという狭い了見ではないので、そういった方法もあると思う。答申でそういうメッセージを発信して、市町村に検討いただければと思う。

（委員）

最終的に建てることはできなかったが、４、５年前に土佐市が図書館を建て替えようということになった時、たったそれぐらいしか利用していないのに、なぜ図書館を建て替えなければならないのかというような意見が出された。こういう大変狭い市民感情、市民意識というものがある。また、県と市の合築の問題にしても、新聞であれ程書かれているのもかかわらず、市民の意識の中では、それ程大事なものなのかというふうなところでしか受け止められていないのが現状である。こういった意識をどう打破していくのか。読書への興味・関心をどう市民に広げていくのかということを是非議論していただきたい。
（委員長）

読書への意識の問題と読書環境の問題は、両輪であると捉えている。その両輪について、答申に盛り込むことによって発信していきたい。
（委員）

私たちは３人でママアナおはなし隊をやっていて、メンバーの一人が資格を取って読み聞かせの仕方について教える立場にある。そのメンバーのところへ問い合わせが結構あるように、読み聞かせへの興味、関心をもっている方は多いように思う。そういった方に、学校等で、読み聞かせを体験してもらうことが、本を好きになるきっかけになると思うし、本に関わる人を増やすことになる。
（事務局）

読書への意識をどう喚起していくのかということについて、非常に問題意識として捉えている。読書への意識が何で上がらないのかという部分は、やはり根本に体験の少なさ、本とかかわる接点の少なさがあると思う。課題解決の方向性のところにも書いているが、本を読みたくなる状況をどうつくっていくのか、本に関心のある方はもちろん、そうでない方に、図書館や読書について関心を持っていただくきっかけをどうつくり出していくのか、大きなテーマだと思っている。

（委員）
子どもを中心にして、大人に広げていくことが大事だと考える。私は店も１軒もない山奥で育ったのだが、学校に行けば本があった。そして先生が本に誘いをしてくれて、学校図書館で社会科のことを調べたり、美術のことなんかも画集で勉強したりした。小学校６年で放送委員になった時には、「お昼にみんなで本を読みましょう。」ということで、お薦めの本を練習して、下級生に読み聞かせをしたこともあった。それから、学校から借りて帰った本を近所の子どもたちと一緒に読んだり、買ってもらった月刊誌を回し読みしたりもした。
　学校図書館を拠点として、ＰＴＡや地域の方が来て読み聞かせをしてくれる。また、近くにお年寄りの施設があれば、そこへ子どもたちが読み聞かせに行ってあげる。そんな感じで、本についての話題ができるような環境を少しずつつくっていくことが大切である。
（委員）

図書館が地域の文化の拠点になっていないのが現状である。市町村が、文化の拠点としての図書館の取り組みを打ち出すことで、本に関心を持つ人が多くなり、関心を持った方々の触れ合いも増して、前に向いて行くと思う。触れ合いの中では、高齢者の認知症にも効果があるというようなことも聞く。子どもたちが得た知識を知恵に変えて生きる力をつけていくためにも、市民総ぐるみの読書への取り組みが必要である。
（委員）
県民ぐるみで推進する具体的方策を考えていく時、地理的要因、蔵書数、登録率等の物理的条件に加えて、人的資産をどう育てていくのかという視点がいると思うので、例えば、図書館のボランティア数、読書活動にかかわっている教員数、社会教育関係団体で図書館にかかわる人数といったデータも答申に載せるべきである。

物的資産を増やすと同時に、読書活動をうまく進めていける知恵を持った人といった人的資産を増やすことも行わなければならない。例えば、ＮＰＯの読み聞かせボランティアの育成、学校教員の読書活動への更なるかかわり、民間、書店をはじめ新聞社等の協力といった具体的方策を入れ込む必要がある。
（事務局）

指摘のとおり人の視点というのが少なかったので、定量的に正確に調べることが難しいものもあるが、可能な限りあぶり出してみる。高知新聞には、母校に本を贈る運動において大変お世話になった。そういった取り組みについても具体的方策に盛り込んでいきたい。
（委員）
本をつなぐ人というのが、キーワードになる。旭東小学校では、ＰＴＡに図書部があって、お母さんたちが図書館運営や読み聞かせを行ってくれたり、地域の民生委員さんが子どもたちの見守りも含めて図書館に来てくださったりしている。そこで大事になってくるのが、そういう活動をコーディネートする司書教諭の存在。今、県内で専任の学校図書館推進教諭が20名いて、推進教諭がいる学校では読書活動に向かってすごく進んでいる。やはり人的配置が重要である。そういったコーディネートできる人を少しずつ増やすことで、地域の方ももっと学校の読書活動に入りやすくなる。

（委員）

　土佐市でもいくつかの学校で読み聞かせを行っているが、取り組みが続いている学校は、地域の方がコーディネーターになっている学校と司書教諭が積極的に活動している学校である。やはり受け取る側に人がいることが大切である。

（委員長）
人的な部分をもう少し把握したうえで、具体的方策を膨らませていくようにしていきたい。
（委員）

人的な部分について、ある特定の人に頼るのではなく、市町村のシステムを構築したうえで、人材育成を行い、学校の先生も巻き込んでいくというのが、大前提だと思う。そうすることで、あまり読書活動に興味を示さなかった人を巻き込んだ活動へと広がる。人を育てるシステムがしっかりしていないと教育基盤は確立されない。
（事務局）

　システムを構築するという部分はすごく重要である。市町村が自分の地域に合ったシステムをつくるということを盛り込みたい。上から仕組みを与えるものでは決してなくて、ボトムアップで、その町の特性に応じてシステムを構築するという発想が非常に大切である。

　土佐町が行っている役場の職員が読み聞かせにいくといった取り組み等が多く出てきて欲しいし、そのためにも、子どもの読書活動推進の計画が策定されていない市町村がまだ多くあるのだが、策定過程において、大いに議論しながら自分のまちの読書計画を練り上げていただきたい。
（委員）
　毎年、行政と農畜林団体との連絡会があるのだが、先日、教育システム、学校応援団についての情報提供を行った。そうすると、学校へ行政も行っているならＪＡも行かそうかという話になり、活動に広がりができている。それぞれの市町村に応じて、いろいろな形で取り組みができると思う。
（委員）

十何年も前から大津小学校では、ＪＡの人に来てもらって大豆からみそづくりを一緒に行ったり、地域の人に昔遊びを教えてもらったりしている。その昔遊びの道具を作るのに、学校図書館にある昔遊びの本を使うことで、昔遊びが本とつながるのである。読書活動が活発な学校は、食育と読書、体験と読書というように、ミックスされて活動が行われている。
（委員）

ものづくりが本と関わっているというようなことがなかなか理解されないことが多い。高知県における産業振興とか長寿県構想も、実は読書教育とすごくつながっているということが分かるようなものがあればいいと思う。まちづくりとか地域づくりの基盤が読書なんだというおさえが必要である。
（委員）

学校では、学校図書館が各教科領域を支えていることがあまり理解されていない。知の殿堂である学校図書館において、先生方が子どもたちに本を提供していく取り組みがもっと必要である。
（事務局）

これまでの協議について、３点述べさせていただく。

１点目は、学校に関わる部分について、第２章にも関わることだが、学校を開くということの定義付
けをしておく必要があると感じている。それから、先生方にどうやる気をもっていただくのか、学校の授業で図書館をどう活用していくのか等、多くの事柄が出されてきているが、第二次子ども読書活動推進計画に載せている事柄については、重複するので基本的に載せないというスタンスで書いていく。

２点目は、県の施策と読書との関係について、県が目指している方向を下支えするものが読書であるという認識のもとに、本日示した資料の原案には、非常にそれに近いこと書いてあったのだが、読書は県の施策のためにあるのかというような意見もあり、少々トーンを落とした書き方になっている。
　３点目は、新図書館についてであるが、新図書館の基本計画には、ビジネスの支援、健康維持の支援等といった課題解決型の図書館になることが示されている。そういった本を読むということに本質的に求められている機能に歩調を合わせるかたちで、答申を書いていく。
【説明】第２章

【質疑・協議】
（委員）

先ほどの協議の中で、ものづくりと読書ということが出されていたが、同じ高知県の中でもいろいろな文化があったり、歴史があったりすると思うので、地域の実態に応じた多様な読書推進プログラムの開発みたいなものを入れるといいと思う。３つのモデルが示されているが、そのモデルの中でも、ここの地域はものづくりとつながっているとか、健康とつながっているとか、それぞれの地域ごとの特徴というものを生かした読書推進プログラムができると面白い。

（事務局）

いいご意見を伺った。それぞれの地域の文化、資源と読書を結びつけたプログラムをつくりだしていただくことで、他の市町村も参考にすることができ、創意工夫が益々進んでいくと思う。県の側から示したプログラムを市町村が行うという話ではなくて、各市町村が、地元の声や資源を生かしていくというメッセージを盛り込んでいきたい。
（委員）
例えば、一宮神社にある重要な文化財の楼門について歴史的に勉強して、次に図工の時間にそれを描く。そして、土佐の文化財の本で調べるといった活動を行うことがプログラムになっていく。
（委員長）

モデルをポンと示すのではなくて、多様なプログラムを考え出してもらうためにはどのような支援ができるのか、また、多くの人に知らせるような仕組みをどう構築していくかといったところを、もう少し書き込む必要がある。
（委員）

プログラム用のシートがあって、それを描いてみるということも考えられる。
（委員長）
健康やビジネスや福祉等、いろいろな事柄と繋がれるプログラムということを考えると、教育委員会だけがプログラムに携わるのではなく、いろいろな部局が関わらなければならない。
（委員）
分野を越えて読書を結びつけるプログラムづくりに向けて、お金のことを言うと、例えば、文化庁には芸術に関した補助金があったり、経産省にはものづくりと連動した補助金があったりする。そういった補助金を利用して市町村が取り組みを行い、そこに読書を結び付けるといったことも考えられる。

（事務局）
社会教育は、教育委員会だけにぶら下がっているのではなくて、部局部局にぶら下がっているという、まさにそういう絵が思い浮かんだが、あらゆる可能性の中に、どうやって本を位置付けていくことができるのか考えていきたい。
（委員）

県内には、やなせたかしさんをはじめ、絵本作家がたくさんいることもあって、絵本甲子園といったイベントを開催することもあっていいのではと思う。

（委員）
幼稚園において絵本作家を招いて催しを行っている。そういった取り組みの中で、保護者が本に興味をもってくれて、絵本コーナーを設置してくれたり、図書の修繕をしてくれたり、絵本を紙芝居にしてくれたりしている。そういった活動を地道に取り組み、地域を巻き込んだ読書活動ができたらと思っている。
（委員長）
　県民ぐるみの読書という視点を大事にしたい。動員がかかってやらされるというのではなく、自らが参加するようなものをつくっていきたい。それから、作者と出会うというのも大事である。
（委員）
先日、東京で開催された青少年読書感想文コンクールの表彰式に参加して、その中で、読書感想文を書いた子どもが作者から声をかけられてすごくうれしそうだった。高知でもそれに近いことができたらと思う。
（委員）

広島県の読書推進事業の事例で、県内出身のプロ野球やサッカーの選手、ミュージシャン等、子どもたちが憧れる存在の人たちに広報に参加してもらったり、その人たちの読んでいるブックリストを作ったりしている。高知県でもそういう取り組みがあっていいと思う。

（委員）

作家の方を呼ぶ話だが、実は県立図書館でも、文学館でも、学校図書館でも、作家を呼ぶことはある。けれど、子どもたちと触れ合うとか、その本を通して県民の方が多く触れ合うとかいうのはあまりないのが実態。高知こども図書館もよく呼ぶのだが、本当に本の好きな人だけしか集まってないので、何かの方法で広報して、もっとたくさんの人に来ていただきたい。
（委員）
１月に山本一力さんの講演会を行い、その場で一力さんの本を売ったり、図書館が本を貸し出したりした。その時、一力さんの本を借りて読んだ人の話だが、宇佐の地元のことを書いた本であったので、中身を孫に話すと、「それから、それから。」というように一生懸命聞いてくれて、続きの本も読むことになったということである。そういうイベントを開く際には、本を売ったり、図書館が本を貸し出したりすることで、本への関心が少しずつ広がっていくと思う。
（委員）
一力さんの講演会の際、半分は県立図書館から借りて40冊ぐらいの貸し出しがあった。そして図書館への新規登録者が１４人いた。作家の先生を招いた催しをする際には、本に結びつけることをやるとすごくいい。
（委員）

今、婚活ということがよく言われているが、私の場合、結婚にも本との出会いがあった。本との出会いはとても楽しい。
（事務局）

本との出会いというのは実に多くの場面である。高齢者のボランティア活動というところで、稲生小では、高齢者の方が学校に入って子どもと１対１になって読み聞かせをしている。それは子どもにとってもはすごくうれしいことであるし、高齢者の方にとっては、自分の孫とは違った意味での接点が生まれて、次の本、次の本へとつながっていっている。学校を開いて地域の多様な人の力を借りながら取り組みを進めていくという部分について、もう少し強調したい。

　県も今、婚活について、知事部局の方で進めているが、婚活も含めていろいろなイベントと本を結び付けようとする発想がまだないが、声をかけていただければ、相談に乗れる部分はあると思う。
（委員）

声をかけていただくだけではなく、自ら売り込むことも大事。垣根を取っ払って、いろいろな所とネットワークを張っていくことが必要である。
（事務局）

県立図書館では、まだ始めたばかりだが、いろいろなイベントを探して、行かせていただくよう押し売り的に要請している。本がよく動くのが発達障害の関係のセミナーで、４割から５割の本が貸し出されることもある。今求められている情報が何なのかというアンテナを高く張るということが、これからの図書館の立場としては非常に重要だと思っている。

　イベントに来場した人のニーズと本がミスマッチで、本が動かなかった時もあり、まだノウハウが確立していない面があるが、県立が少し動き始めたことを敏感に察知してくださって、土佐市が最初に取り組んでくれた。山本一力さんの講演会についても、宇佐の地元にすごく密着したテーマであったということで、本がたくさん借りていかれたということは、大きなポイントであると感じる。
　発達障害の本が今動くことを市町村に投げかけても、果たしてうまくいくかどうかは分からない。それぞれの市町村の課題に応じた本を、いかにヒットさせるようにセレクトするのか等、市町村をサポートする力量が県立には求められている。まだまだ力不足だと思うが、対応するという気持ちを司書も持っているので、ぜひ図書館のある市町村も、ない市町村もご相談いただければと思う。
出前図書館という形、そういったモデルが広がっていけば、いろいろなところから声がかかるようになってくる。そもそも図書館を使ったことがない人がイベントの中でカードを作るということが、次につながるきっかけになる。
（委員）
第２章の８ページの（１）に子ども読書活動推進計画の実施と評価があって、（２）にモデル構築、（３）に機運醸成、（４）に機能充実があるが、どちらかというと読書活動の機運醸成、動機付けが（１）の方が相応しいような気がする。まず動機付けがあって、それからモデル構築、計画の実施と評価、最後に機能充実とした方が、親しみやすさからいってもいいような気がする。
（委員長）

　具体的方策の中に、高齢者と子どもの事柄は出てくるが、青年や若者のことがあまり出てこない。生涯にわたる読書活動ということから考えると、もう少し青年や若者の事柄が欲しいという気がする。また、就職とか産業ということは書かれているが、企業のことについてはどう触れていくことがいいのか。
（委員）
親になると子どもと本との間に立っている人はいるわけだが、子育てまでの時間がすごく長くなっている中で、どういうふうに本に関わっていけるのか、正直言って難しいというのが率直な感想である。機運醸成のところに、ワークライフバランスのことが書かれているが、これは自分だけではどうしようもないところがある。本以外のメディアもあり、本を選ぶ比率が以前より低いことは予想できる中、図書館との関わりというのは正直見えにくいと感じるし、学校の図書館となると、子どもとのかかわりと遠くなった年代になるといっそう難しいという気がする。
（事務局）
若者の視点が少ない点について率直に反省している。２ページの成人期におけるキャリアアップに必要な知識の獲得というところと、８ページのニーズに合った蔵書の就職、産業といったところぐらいしか触れていなかった。

　仕事をしていく上で、知識を得るためには本というものに頼る部分もある。人生を豊かに生き抜いていくために、特にそういう社会の荒波というものに晒される世代であるところの若い世代の方が、自分がこれからどういう人間になっていきたいか、どういう能力を身につけていきたいかというところを応援できるような読書活動というものを位置付けていきたい。また、新図書館の基本計画にもあるが、ビジネスに関係する支援、そういった部分のエッセンスも盛り込んでいきたい。

読書といった時に文学という話だけではなくて、それ以外の部分についても社会人にとってはニーズがあるので、そういった情報ももう少し盛り込みたい。
（委員）
２ページの「読書は・・わたしたちに贈り届けてくれています」というところの文章は、８ページの「知識・考える力の育成」と「人との絆」に欠かせないもののところにも入れる方がいいと思う。それから、例えば、恋愛や結婚にも本がつながるというような部分も書く方がいいと思う。
（委員）

読書というのは、何かのために行うということよりも、言葉を獲得して、情操豊かに生きていくための基盤となるものだから、何かのためにというようには書かない方がいい。
（事務局）
原案では、県の施策のためには読書が必要であるというようなことを書いていたが、読書が何かの手段になっているのではないか、リベラルになっていないのではないかという話になり、こういった構成にしている。それから、読書というのは、基本的に個々の人が自由に選び取って、人生を豊かにするために役立ててもらいたいと言った時に、恋愛、結婚の部分というのは、プライベートに近い部分があって、そこを書くのは、逆に役所としてはかなり勇気がいる部分があるのではないかというのが検討の経緯である。

（委員）

若者がどういうふうに関わるのかが見えにくいと思ったが、本から遠のいている人に一番広がりやすいのは、モデル型Ⅰである。本はやっぱり媒体で、結局ベースとして人と人との関係があった上に本が渡って、その良さが伝わるのだと思う。本が好き嫌いの前に、相手と自分との関係が成り立っていないと、なかなか広がっていかないと思う。
　一つ花火を上げれば、たくさんの人が見るということはあると思うが、それをどうやって広げるかというと、広げる人と受け取る人とのいい関係が必要である。そういう意味からも、広げ方としては、何かとイベントを行っている団体はたくさんあるので、モデル型Ⅰが、若者の世代にとっては実現性の高いモデルの形である。
（委員）
婦人会の会員が、読み聞かせをしている市町村が非常に多く、多くの人たちが地域の学校に入り、読み聞かせをしている。私の地元の学校は、寄付もあり大きな部屋でりっぱな図書室になっている。私も地元の学校に読み聞かせに行きたいと思い問い合わせをしたが、既にもう読み聞かせの人が来ているということで、断られたことがあった。じかに子どもたちと接して、あの生き生きとした目に見つめられたいなという思いがあったが残念だった。

一般の住民は、出入りが自由なので公民館の方が利用しやすいが、公民館の図書室にある本は、古びた本ばかりで、新書は入っていない。学校の２階に図書室はあるが、階下の入口に、「来校される方は校長室へ一言声をかけてください。」いう看板が掛かっていて、何か少し躊躇したりもする。
（委員）
学校というのは今、安全のために門を閉めている。退職してから後、非常に学校へいくのが面倒くさくなった。一般の方はなおさらである。
（委員）

モデルが３つ示されているが、もう一つ企業という視点でモデルができるのではないかと思う。企業の中には眠っている多くの専門書があると思うので、企業の蔵書を活用することができるのではないか。
示されているモデルは公的なものなので、半公共的な企業、例えば地元の漁協といったところの書庫にある専門書を活用することもできるように思う。

（委員長）
大学も加えて県内に眠っている資料をつかってもらう仕組みをつくっていこうということである。
（委員）
社内に図書室、資料類や刊行した書物をまとめているところがあるが、貧弱ではずかしい。新聞記事のデータベースをどう活用してもらえるのか、それをどう広めていくことができるのか、そういったことは考えられると思う。
（事務局）
企業の蔵書を活用するには、それなりの体制が要るので、そういったとこまで求められるのか。また、眠っている書物を地元の市町村に寄贈できる部分もあると思うが、一方で寄贈されても困ることもあると思うので、少し研究させていただきたい。眠っているものを掘り起こすというメッセージは大切なことである。
私案ではあるが、レファレンスの充実ということで、調べ物に来られたお客さんの要望に沿った専門分野の資料が県立図書館に無かった時に、県立図書館が企業等にある資料についての情報を集約しておいて、紹介していくということが現実的には可能なことだと思う。

答申の最終イメージについて申し上げると、はじめにについて、読書の必要性という部分は、たくさん書けば書くだけ、深く掘れば掘るだけ出てくるという世界ではあるが、メッセージはシンプルにした方が伝わるので、これくらいの分量を考えている。１章については、先ほどご意見をいただいた人の部分を加えた上で、つなぎの文章は入るが、基本的には図表で示していく。２章については、委員の皆様方からいただいたご意見を盛り込んだかたちで、具体的に書き込んでいき、読書に関わる関係者が、一つでも気付くことができる、参考にすることができるものにしていきたいと考えている。そうすることで、この答申は生き続けることができると考える。
（委員）

公共図書館による読書環境の整備を基盤にした上で、読書環境が未整備な地域の補償のためのモデルというふうに理解しているが、モデル型ⅠⅡⅢをどう捉えるのかといった説明がいるように思う。

それから、学校図書館を開放する時に、一番のキーになるのが学校教員の読書教育に対する理解であると考えるので、学校の先生方にどんな形で理解してもらうかということがすごく重要になってくる。
（事務局）
中山間地域の読書環境整備を念頭にはおいているが、都市部でもあてはまるところはある。全部の学校、全部の公民館が一気にということにはならないと思うが、段階的に関係者の自発的な意思に従って行っていただければと考えている。
　学校関係者に対する理解という点については、子どもの読書活動推進計画の時にも申し上げたように、学校現場は、まだまだ読書教育そのものの理解が広がっていない段階だと感じていて、この答申はかなり先にいっていると言える。学校現場へ一足飛びにこれがいってしまうと、全くといっていいほど浸透しないと思うので、まずは教員に、例えば、授業と絡めた学校図書館の活用というものが重要なんだというように啓発していき、読書への意識が喚起された段階で、地域における学校、地域に開かれた学校に係る取り組みに位置付けていくといったことを行う必要がある。

ただ、熱意のある先生、学校、地域というのは局所的には存在しているので、そういったところについては先導的に取り組んでいただければと思う。
（委員）
学校関係者への理解については、「読書の必要性の啓発」のところに明記する方がいいと思う。
（事務局）
その部分は、「セグメント対応の必要性」のところに明記しようと考えている。
（委員）

セグメントをわかりやすいことばで表記して欲しい。また、学校関係者への理解の部分は是非明記して欲しい。
（事務局）
　先ほども申し上げたが、子ども読書活動推進計画と重複する部分は、基本的には書かないという編集方針は維持したいと考えているが、教員への意識の喚起については、何らかの形で表記したい。加えて、具体的なモデルを示してすぐにでも取り組めるヒントになる部分もあるが、全体としては中長期的な理念系の答申であるということと、どこまでを視野に入れている答申なのか、時間的なスケールについても明記しておきたい。
（委員）
市町村立図書館、学校図書館とも絡んでくるが、小学校に英語教育が入るようになってきて、子どもたちが読める英語の本が必要になってきている。昨年11月に台湾へ行ったが、学校の図書館に英語の本を当たり前に入れているばかりか、公立図書館の児童室にも英語の本がかなり置いてある。
　「国際化の動向を考慮」がそのことだと思うが、英語教育に応じた、教育課程の変容に応じた学校図書館の対応みたいな形で文章を入れておく必要があると思う。
（事務局）
学校図書館の英語教育への対応だが、学校図書館を教員全体、学校全体で活用するということになれば、自ずと授業につながる英語の図書を入れてほしいというニーズが教員から上がってくるはず。しかしながら、まだまだそういった状況にはない中、県の側からこういった本を買ってくださいというのはいかがなものか。相互に作用しながら姿をつくるというのが、現状に応じた書き方になるのではないかと考える。
（委員）
公共図書館における英語教育の資料の充実についてはどうか。
（事務局）
県立図書館としては、多文化サービスということで、外国の子どもにも対応できる多様な蔵書にしていくということが基本計画にも示されている。市町村の方は、学校で買って市町村の方は買わないのか、市町村の方で買って学校へ配本していくのか、地域地域のニーズによって違う。
（委員）
土佐市の場合、外国人の対象者がいて、学校の授業とは関係なしに公立図書館へ図書を入れている。
（事務局）
学校図書館にせよ公立図書館にせよ、相互作用の回路ができない限りは、上から言っても動かないと思う。
（委員）
社会教育委員会として読書推進の望ましい姿を提供する答申なので、ニーズに対応するという視点ではなく、図書の充実が望ましいというふうに書く方がいい。
（事務局）
国際化、ＩＴ化に備えることは必要だと思っているので、最後の「機能充実」のところに少し書いてはいくが、引っ張りあげていく部分と、市町村の自主性・自発性による判断という狭間において、どこまで県の答申で書いていくのかというところは、正直言ってなかなか難しい。
（委員）
県立図書館の図書館振興計画と各市町村の図書館振興計画を踏まえてどう書くのか。
（事務局）
図書館振興計画については、すぐに作れる状況にはないので、宿題にさせていただきたい。これから、新図書館の基本設計、実施設計に入っていくが、どういった機能を具体的に持たせるかというところが固まった段階で、初めて市町村との関係について考えることができると思う。国際化、ＩＴ化については、図書館振興計画において具体的に検討するといったことを置き石的に触れておきたい。具体的な検討というのは、次の段階にゆだねたい。

（委員）
英語を特化して取り組んでいる学校は、豊富に本を持っているが、そうでない学校においては、公立図書館にたくさん英語の本が置いてあって、どんと貸していただけるようになればと思う。そうすると学校はすごく助かる。
（委員長）
答申なので、現実から少し先を、ポッと書いておくということも必要なことである。ある種、灯のような部分もあるわけだから、新図書館のことを含めて国際化、情報化ということを、どういうふうに明記するのか、考えどころである。
（事務局）
個人的には、どんどん先のことを書いていけばいいと思うところもあるが、関係者に理解していただけるかどうか。先進的な部分ともれなく県内が底上げできる部分があるので、次回までに再度考えておきたい。

（委員）
これからの読書のあり方を考えると、英語教育の問題と併せて電子図書の問題を、答申の中にどの程度盛り込むのかということも非常に重要である。電子図書については、あれは本ではないという人もいるし、本を読むことの妨げになるという人もいるが、ヨーロッパでも東南アジアでも、電子書籍が普通に図書館に入っている状況が増えている。
（委員）
英語の絵本は、高知こども図書館にたくさんある。近くの中学校や高等学校にもアピールするが、借りにくる人はあまりいない。
　英語の絵本というのは、小学生が読むのには難しいので、まずは先生がアルファベットの本を楽しく読んであげる。小学校の英語は、興味を持つことが大事なので、アルファベットで楽しんだり、言葉を覚えたりするような本を少しずつ買っていくといい。異文化を楽しみながら英語を好きにならないと、嫌いになるから。

３．閉会

　　　高知県教育委員会事務局生涯学習課課長補佐挨拶
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